
別表第１ 参考項目 

６  規則別表第１の２の項のオに掲げる事業（以下「放水路事業」という。） 

  影響要因の区分 工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用 
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備考 

１ ○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。 

２ この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる放水路事業における一般的な事業の内容を踏まえて区分したものである。 

ア  土砂等の掘削を行い堰や水門等を設置する「洪水を分流させる施設の工事」を行う。 

イ  土砂等の掘削を行い護岸を設置する「掘削の工事」を行う。 

ウ  盛土等を行い堤防を設置する「堤防の工事」を行う。 

エ  堤防や洪水を分流させる施設を含む放水路が存在する。 

オ  当該放水路を洪水調節の用に供する。 

 


